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こ
の
た
び
、
町
議
会
議
員

選
挙
後
の
臨
時
会
に
お
い

て
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
身
に
余
る
光
栄
に
感

じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職

責
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

さ
て
、
さ
る
10
月
６
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
、
町
長
選

挙
・
町
議
会
議
員
選
挙
を
終

え
、
執
行
部
、
議
会
と
も
に
、

新
し
い
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
執
行
部
に

お
き
ま
し
て
は
、
２
期
８
年

間
務
め
て
い
た
だ
い
た
榎
並

谷
町
長
か
ら
、
堀
見
町
長
へ

と
代
わ
り
ま
し
た
。

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
へ

こ
れ
か
ら
ど
う
い
っ
た
町

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
く

の
か
、
大
き
な
関
心
を
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
転
換
点

に
当
た
り
、
我
々
議
会
の
責

任
は
大
変
、
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

時
に
は
ア
ク
セ
ル
役
を
果

た
し
、
時
に
は
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
、
政
策
提
言
機
能
と
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指

し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
一
層
の
ご
指
導

と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

力を合わせてがんばります�

笑顔あふれるまちを目指して�

議　 長

藤 原　健 祐

副 議 長

松 浦　隆 起

10月22日に臨時会が開かれ、正副議長や各常任委員をはじめ、

議会の新しい人事構成が決まりました。

町
民
に
軸
足
を
置
い
た
議
会
へ

こ
の
た
び
の
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
議
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
地
方
議
会
に

対
す
る
厳
し
い
時
代
に
大
役

を
賜
り
、
そ
の
重
責
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

全
国
の
中
山
間
自
治
体
と

同
様
、急
激
な
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
過
疎
化
が
本
町

で
も
進
ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
も
山
積
し
て
い
る

中
、本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

先
の
町
長
選
挙
、
町
議
会
議

員
選
挙
に
よ
り
、
新
町
長
が

誕
生
す
る
と
と
も
に
、
議
会

も
３
人
の
新
し
い
議
員
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
の
立
場
と
責

任
を
再
認
識
し
、
執
行
部
に

対
し
て
の
提
言
能
力
を
上
げ

る
た
め
、
我
々
議
員
に
は
、

よ
り
大
き
な
責
任
と
高
い
能

力
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

今
後
も
、
住
民
福
祉
向
上

の
た
め
、
町
民
に
軸
足
を
置

い
た
議
会
を
目
指
し
、
町
民

の
目
線
に
立
っ
て
、
執
行
部

と
、
車
の
両
輪
と
し
て
円
滑

な
議
会
運
営
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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主に総務課、税務課、収納管理課、教育委員会などの

所管に関する事項、請願、陳情を調査・審査します。

厳しい経済不況の中、来年度から
消費税も上がろうとしています。ます
ます国民は暮らしにくいことになるの
ではないだろうか。佐川町も新しい若
い町長が誕生し、町政が変わるかも
わかりません。私たちも住民の声を聞
き、農業や福祉、少子化問題に取り
組んでいきたいと思っています。ご指
導をよろしくお願いします。

委
員
長
・
５
期

西
村
　
清
勇
議
員

今、地方を取り巻く環境は
厳しく、町政の課題も山積し
てまいりました。
女性議員も複数となりまし

たので、女性の視点でその課
題を精査し、それぞれの立場
の皆さんの底力が発揮できる
ように提案をしっかりと行っ
てまいります。

５
期今

橋
　
寿
子
議
員

別掲　2ページ
議長あいさつ

７
期藤

原
　
健
祐
議
員

大変厳しい経済状況と少子高
齢化社会、と言われている中で農
業と産業の振興に努め、水害対
策に取り組み、子供から大人まで
がこの佐川に住みたい、佐川に住
んでよかった、と心から言える活気
ある町づくりを目指して全力で取
り組む決意を新たにしております。
ご指導よろしくお願いいたしま

す。

副
委
員
長
・
２
期

片
岡
　
勝
一
議
員

今、この国の構造が大きく変
わろうとしている。超高齢社会の
到来です。介護、福祉、少子化対
策、医療など、真に豊かな高齢社
会の実現に向けた社会制度の
整備、意識変革が求められてい
る。その実現に向けて取り組んで
まいりますので、今後ともよろしく
お願いいたします。

１
期邑

田
　
昌
平
議
員

「佐川に住んでいてよかった」
と思える町づくりを進めます。この
ことが、産業、教育文化、健康福
祉、災害対策等、全ての政策の
基となります。
新しい次代の町づくりに町民
の皆様の代表として、議会と議
員の役割を自覚し責任を全うしま
す。

２
期森

　
　
正
彦
議
員

議会では議会改革が叫ばれていま
す。
議会改革とは、議員定数、地区での

議員懇談会開催等々が話し合われてい
ます。それも重要なことではありますが、
本当の議会改革とは、議員一人一人が
高い意識と見識を持ち、主流、反主流の
枠を越え、町民目線で町政に真正面か
ら取り組むべきだと考えます。
私は全身全霊でそれに取り組みます。

４
期中

村
　
卓
司
議
員
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主に産業建設課、国土調査課、健康福祉課、町民課、

病院などの所管に関する事項、請願、陳情を調査・審

査します。

引き続き町民の皆様の声を、
町政に届けてまいります。南海ト
ラフ地震に対する家屋の耐震、
防災対策、孤立が考えられる地
区への、防災ヘリへの緊急離着
陸場の必要性、町民の安心・安
全と福祉の向上、子育て支援の
拡充等を目指してまいります。

委
員
長
・
３
期

岡
村
　
統
正
議
員

厳しい政治が続いています
が、新しい流れも生まれつつ
あると感じています。これま
での経験にさらに磨きをか
け、住民が主人公の町づくり
に積極的に提案していきたい
です。ご意見お待ちしていま
す。

５
期松

本
　
正
人
議
員

急速に高齢化社会へと進展
する中で、活力ある地域社会
の構築が行政の大きな課題で
あります。執行部、議会、町
民の方々との連携が重要であ
ります。
町民の皆様の声に耳を傾

け、住民参加のまちづくりを
進めてまいりたいと決意を新
たに致しております。

５
期永

田
　
耕
朗
議
員

国政もやっと安定してきました。
町政も安定を望むものでありま

す。子供さんからお年寄りまで健
康で元気に安心して暮らせる町
づくり、防災地震対策、少子高齢
化福祉対策等、取り組む問題が
山積しているので、これらの問題
を微力ではございますが努力して
まいりますので、今後ともにご指
導とご鞭撻よろしくお願いします。

副
委
員
長
・
６
期

徳
弘
　
初
男
議
員

佐川町に住む全ての人たち
が、元気で明るい生活を営むこと
ができるように、行政と住民が役
割を分担し、力を合わせて町づく
りに取り組む時です。そのための
拠点を整え、そこに人が集い、人
が育ち、話し合いの中からみつか
る地域の課題を皆さんと一緒
に解決してまいります。

１
期下

川
　
芳
樹
議
員

佐川町の方々は、“佐川を変え
たい”その願いを新町長や議員に
託しました。みんなが安心してイキ
イキと住める町を目指して、皆さん
の声をしっかり受け止め、本当に必
要な施策や事業の実現に向けて
努力していきたいと思っています。
私たちの手で私たちのための佐川
町を一緒につくっていきましょう！

１
期坂

本
　
玲
子
議
員

別掲　　2ページ
副議長あいさつ

３
期松

浦
　
隆
起
議
員



日
高
村
佐
川
町

学
校
組
合
議
会
議
員

高
吾
北
広
域
町
村

事
務
組
合
議
会
議
員

国道494号佐川バイパス
整備促進特別委員会

国道494号佐川バイパス
整備促進特別委員会

議会運営委員会議会運営委員会議会広報編集委員会議会広報編集委員会
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議会の審議、活動等について広く、住民の方に公開周

知することを目的に、議会広報の編集を行ないます。

議会の日程、議案や一般質問の取り扱いなど議会運営

を円滑に行うために必要な事項や、議長からの諮問事

項を審査します。

前
列
右
よ
り

徳
弘
初
男

◎
永
田
耕
朗

○
今
橋
寿
子

後
列
右
よ
り

岡
村
統
正

片
岡
勝
一

松
本
正
人

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

前
列
右
よ
り

坂
本
玲
子

◎
森
　
正
彦

○
片
岡
勝
一

後
列
右
よ
り

邑
田
昌
平

下
川
芳
樹

前
列
右
よ
り

今
橋
寿
子

◎
松
本
正
人

○
松
浦
隆
起

後
列
右
よ
り

森
　
正
彦

邑
田
昌
平

議
会
選
出

監
査
委
員

※
適
正
な
行
財
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
定
期
的

に
監
査
し
ま
す
。

徳
　
弘
　
初
　
男

藤

原

健

祐

今

橋

寿

子

永

田

耕

朗

松

浦

隆

起

藤

原

健

祐

下

川

芳

樹

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

大

山

定

一
氏

佐
川
町
乙
３
０
６
０
番
地



９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

6平成25年12月1日 第56号

平 成 24 年 度 決 算

総額2億5,767万円の黒字決算

財
政
の
健
全
化
進
む

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
認
定

病
院
事
業

病
院
会
計
は
、
前
年
度
に

引
き
続
き
今
年
度
も
医
業
収

益
の
増
加
等
で
７
千
万
円
余

り
の
黒
字
と
な
っ
て
、
昨
年

よ
り
利
益
が
増
加
し
て
い

る
。

水
道
事
業

水
道
会
計
は
、
前
年
に
引

き
続
き
、
１
千
５
百
万
円
余

り
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
の
決
算
に

お
い
て
、
借
入
金
が
増
加
し

た
原
因
は
、
町
立
病
院
の
耐

震
化
工
事
に
伴
う
借
り
入
れ

の
た
め
の
一
時
的
な
増
加
で

あ
り
、
全
体
的
に
は
、
積
立

金
は
増
加
し
て
お
り
、
町
財

政
は
少
し
ず
つ
健
全
化
が
進

ん
で
い
る
。

一
般
会
計

町
の
一
般
会
計
は
、歳
入
、

歳
出
と
も
に
３
億
円
余
り
減

少
し
て
い
る
。

（
詳
し
い
内
容
は
８
Ｐ
参
照
）

町
の
借
入
金

町
の
借
入
金
は
、
一
般
会

計
で
は
、
借
入
金
よ
り
も
償

還
金
の
ほ
う
が
多
く
、
５
億

円
余
り
減
少
し
た
。
特
別
会

計
で
は
、
高
北
病
院
の
耐
震

化
に
伴
い
借
入
金
が
７
億
円

余
り
増
加
し
た
。
全
体
と
し

て
は
１
億
円
程
度
増
加
し
総

額
79
億
５
千
万
余
り
と
な
っ

て
い
る
。

町
の
貯
金

町
の
基
金
（
貯
金
）
の
状

況
は
、
平
成
24
年
度
に
は
２

億
２
千
８
百
万
円
余
り
増
え

平
成
24
年
度
末
現
在
高
は

43
億
６
千
９
百
万
円
余
り
と

な
っ
て
い
る
。



会　　計　　名

特
　
別
　
会
　
計

61億8,486
18億0,132

3,774
5,235
2,099
464

16億1,609
2億 1,018
1億5,600
15億6,280
116億4,697

国民健康保険
住宅新築資金等貸付事業
学校給食
農業集落排水事業
特定環境保全公共下水道事業
介護保険
後期高齢者医療
水道事業
病院事業

決　　　　　　算　　　　　　額

1億0,124
0
0
0
0
0
0
0
0

2,802
1億2,926

59億5,176
17億8,720

239
5,235
2,099
464

16億0,748
2億0,743
1億4,067
14億8,513
112億6,004
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1億3,186
1,412
3,535
0
0
0

861
275
1,533
4,965

2億5,767

一　　般　　会　　計

平成24年度各会計の決算状況
歳出 総額112億6 , 0 0 4万円を認定

10億�
20億�
30億�
40億�
50億�
60億�
70億�
80億�
90億�
100億�
110億�

�23年度� 24年度��22年度��21年度��20年度��

積立金（  　　  一般会計・　　     特別会計  ）　　　借入金�

456

2,907

9,637

3,127

8,871

3,586

8,260

3,844

7,855

438 297
463 4,062

7,951

308

町債（借入金）って何？

町が大きな事業をするために、国などから借りて、15年～30年くらいかけて返していくものです。
ただし、その借入金の何割かは、国からの交付税措置で補われているため、全額が町の負担となるも
のではありません。（チョッと安心！）
町としても町民の負担が少なくなるように条件の良い制度を選ぶ努力をしています。

総 合 計

（単位:万円）

※水道・病院事業特別会計は収益的収支を記載

積立金・借入金の推移　　　　

※借入金は、特別会計・一般会計の合計金額を記載

（単位：百万円）

歳　入 歳　出 翌年度繰越額 実質収支額
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歳出総額　112億6,004万円

平
成
24
年
度
決
算
は
、
前

年
度
と
比
較
し
て
歳
入
で
３

億
７
９
２
万
円
、
歳
出
で
３

億
２
０
５
４
万
円
と
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。

歳
入
で
は
、
学
校
耐
震
工

事
や
地
方
道
路
交
付
金
な
ど

の
大
型
事
業
に
係
る
国
庫
支

出
金
は
増
え
た
も
の
の
、
固

定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ

り
税
収
が
大
幅
に
減
少
し
た

こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

歳
出
で
は
、
衛
生
費
、
消

防
費
、
教
育
費
で
増
加
し
て

お
り
、
こ
の
要
因
は
、
飲
料

水
供
給
施
設
整
備
や
高
吾
北

広
域
町
村
事
務
組
合
消
防
庁

舎
新
築
特
別
負
担
金
、
防
災

行
政
無
線
個
別
受
信
機
や
緊

急
ヘ
リ
離
着
陸
場
整
備
な
ど

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
総
務
費
、
農
林
水
産

業
費
、
災
害
復
旧
費
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
主

な
要
因
は
、
５
年
に
１
度
の

電
算
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
イ
ス

や
大
規
模
堰
の
改
修
工
事
、

大
規
模
な
公
共
施
設
災
害
復

旧
工
事
等
が
完
了
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
未
収
金
は
一
般
会

計
、
特
別
会
計
を
含
め
て
１

億
８
４
３
０
万
円
で
前
年
度

よ
り
４
３
２
５
万
円
減
少
し

て
い
る
。
租
税
債
権
管
理
機

構
で
の
徴
収
、
滞
納
整
理
課

の
徴
収
実
績
が
上
が
っ
て
い

る
。
平
成
25
年
度
か
ら
、
機

構
改
革
に
よ
り
新
し
く
収
納

管
理
課
と
な
り
、
収
納
業
務

の
一
元
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
滞
納
の
防
止
と
回
収

に
さ
ら
な
る
努
力
を
期
待
す

る
。今

後
も
、
税
収
等
に
お
い

て
大
幅
な
増
収
の
伸
び
は
期

待
で
き
な
い
。
従
前
以
上
に

困
難
な
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
引

き
続
き
財
政
健
全
化
に
努

め
、
町
民
の
福
祉
向
上
に
さ

ら
に
努
力
さ
れ
た
い
。

監査意見（要旨）

監査委員
上　田　益　英
松　浦　隆　起

市
町
村
の
財
政
状
況
を
表

す
①
財
政
力
指
数
　
②
経
常

収
支
比
率
　
③
実
質
公
債
費

比
率
で
見
る
と

①
財
政
力
指
数
０
・
29

一
般
的
な
行
政
の
仕
事
を

行
う
の
に
必
要
な
費
用
を
、

ど
れ
だ
け
自
前
で
賄
っ
て
い

る
か
を
示
す
も
の
。
１
以
上

な
ら
、
一
般
的
に
「
財
政
力

豊
か
」
と
さ
れ
ま
す
。

②
経
常
収
支
比
率
89
・
０

ど
う
し
て
も
必
要
な
経
常

経
費
が
、
使
い
道
が
限
定
さ

れ
な
い
一
般
財
源
に
ど
れ
く

ら
い
の
比
率
で
占
め
る
か
に

よ
っ
て
財
政
の
弾
力
性
を
示

す
も
の
。
75
％
以
下
が
適
正

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率
13
・
７

自
治
体
の
収
入
に
対
す
る

負
債
返
済
の
割
合
を
示
す
も

の
。
３
年
間
の
平
均
値
を
使

用
し
、
18
％
以
上
だ
と
、
新

な
借
入
金
を
す
る
た
め
に

は
、
国
や
県
の
許
可
が
必
要

と
な
る
。

一般会計�

歳  入�

61億�
8,486 万円�

一般会計�

歳  出�

59億�
5,176 万円�

  町税　�
【10億9,785万円】17.8％�
  町民税・固定資産税�

  その他�
【4億5,473万円】7.2％�
  地方譲与税・寄付金�

  分担金・負担金　�
【1億3,913万円】2.3％�
  保育所負担金・工事負担金�

  使用料・手数料　�
【8,186万円】1.3％�
  住宅使用料・施設使用料�

  地方交付税　�
【28億5,146万円】�
  46.1％�
  財政力に応じた国の交付金�

  県支出金　�
【5億8,001万円】9.4％�
  県からの交付金・補助金 

  町債　�
【4億1,278万円】6.7％�
  長期借入金�

  議会費【7,963万円】�
 1.3％�
  議員報酬・議会運営�

  総務費　�
【9億2,047万円】15.5％�
  財産管理・選挙�

  民生費　�
【16億9,747万円】�
  28.5％�
  高齢者福祉・保育所  

  衛生費　�
【7億858万円】11.9％�
  予防接種・ごみ処理�

  農林水産業費�
【1億7,869万円】3.0％�
  農林業振興・施設整備�

  商工費【8,682万円】1.5％�
  商工業・観光振興�

  土木費　�
【2億9,812万円】5.0％�
  道路・住宅の維持改良�

  消防費　�
【3億3,600万円】5.6％�
  防災対策・消防活動�

  教育費　�
【6億3,800万円】10.7％�
  小中学校・文化施設�

  災害復旧費【5,851万円】1.0％�
  農林・公共施設災害�

  公債費　�
【9億4,947万円】16.0％�
  借入金の返済�

  国庫支出金　�
【5億6,705万円】9.2％�
  国からの交付金・補助金�



条
例
改
正

工
事
請
負
契
約
締
結

報
告
案
件

補正額

4,488

3,333

3,535

343

275

9 平成25年12月1日 第56号

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

会 計 名

一般会計

特
別
会
計

補正後の額

国 民 健 康 保 険

住宅新築資金等貸付事業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

65億6,145

18億8,563

3,873

17億5,844

2億1,299

平成25年度9月補正予算　 （単位：万円）

９
月
定
例
会
は
、
９
月

６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
決
算
の
認

定
の
ほ
か
、
平
成
25
年
度

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条

例
改
正
な
ど
議
案
11
件
、

報
告
９
件
、
諮
問
案
１
件
、

意
見
書
４
件
を
審
議
し
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
全
員

お
よ
び
賛
成
多
数
で
全
件

可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
８
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全

般
に
つ
い
て
、
活
発
な
論

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
判
断

比
率
等
の
報
告

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財

政
健
全
化
法
）
に
基
づ
き
報

告
さ
れ
た
も
の
で
、
一
般
会

計
等
の
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
は
黒
字
の

た
め
、
数
値
が
な
く
、
実
質

公
債
費
比
率
13
・
７
％
、
将

来
負
担
比
率
も
数
値
が
な
く
、

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
い
る
。

ま
た
、
水
道
事
業
、
病
院

事
業
、農
業
集
落
排
水
事
業
、

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
資
金
不
足

比
率
は
、
い
ず
れ
も
資
金
不

足
は
な
く
健
全
で
あ
る
と
報

告
を
受
け
た
。

佐
川
町
役
場
庁
舎
空
調
設
備

改
修
工
事

（
契
約
の
方
法
）

随
意
契
約

（
契
約
金
額
）

７
５
０
８
万
円

（
契
約
の
相
手
）

土
佐
ガ
ス
株
式
会
社
　

人
　
　
事

人
権
擁
護
委
員

井
上
　
和
江
　
氏

佐
川
町
甲
８
９
０
番
地

牧
野
公
園
設
置
及
び

管
理
運
営
に
関
す
る

条
例
（
全
部
改
正
）

牧
野
公
園
を
指
定
管
理
す

る
に
あ
た
り
、
指
定
管
理
規

定
及
び
利
用
料
金
明
確
化
な

ど
改
正
す
る
も
の
。

（
10
月
１
日
施
行
）

佐
川
町
議
会
委
員
会

条
例常

任
委
員
の
任
期
を
１
年

か
ら
２
年
に
改
正
す
る
も

の
。

（
10
月
22
日
施
行
）

平平成成2244年年度度

決決算算質質疑疑

土
地
開
発
基
金
の
　

有
効
活
用
を

国
保
会
計
積
立
金
の

発
生
要
因
は

ソ
ニ
ア
の
固
定
資

産
税
は

仁淀川林産協同組合

森
議
員
　
国
保
会
計
が
厳
し

く
な
る
中
で
、
24
年
度
の
決

算
で
１
千
万
円
余
り
の
積
立

金
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の

要
因
は
何
か
。

横
山
町
民
課
長
　
24
年
度
の

積
立
金
は
23
年
度
の
繰
越
金

だ
。
国
庫
支
出
金
や
県
の
補

助
が
上
が
っ
た
こ
と
、
医
療

費
の
抑
制
な
ど
が
考
え
ら
れ

中
村
議
員
　
ソ
ニ
ア
の
固
定

資
産
税
は
、
今
後
順
調
に
入

る
の
か
。

榎
並
谷
町
長
　
現
在
、
同
組

合
に
移
管
し
て
い
る
が
、
順

調
に
入
っ
て
く
る
予
定
で
あ

る
。

中
村
議
員
　
土
地
開
発
基
金

を
若
者
定
住
住
宅
な
ど
の
土

地
購
入
に
利
用
し
て
は
ど
う

か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長
　
土
地

開
発
基
金
に
対
し
て
は
条
例

で
使
途
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
、
議
会
と
相
談
し
有
効
に

活
用
し
た
い
。



消防署庁舎耐震
改築負担金消防署庁舎耐震
改築負担金

飲料水供給施設
整備事業飲料水供給施設
整備事業

尾川小中学校
耐震化事業尾川小中学校
耐震化事業

10平成25年12月1日 第56号

平成平成2424年度年度

注目注目したした事業事業
９月定例会において、認定した平成24年度各会計決算の中から、注目する事業を紹介します。

議会が

5,509万円
西山地区に飲料水供給施設を整備しました。

1億9,218万円
校舎及び体育館の耐震補強工事や職員室等の

改造、トイレ新設工事を実施しました。

5,785万円
佐川町、越知町、仁淀川町でそれぞれ負担し

消防署庁舎を建て替えました。



緊急用ヘリコプター
離着陸場整備事業緊急用ヘリコプター
離着陸場整備事業

さかわナウマングランド
整備工事さかわナウマングランド
整備工事

あったかふれあいセンター
事業あったかふれあいセンター
事業

牧野博士、広井勇生誕
１５０年記念事業牧野博士、広井勇生誕
１５０年記念事業

11 平成25年12月1日 第56号

2,000万円
特別企画展や牧野博士ツアーを開催し、町内

外の多くの方々の参加がありました。 5,570万円
グランド拡張工事及びフェンス設置工事を実

施しました。

709万円
見守り・支え合いの地域づくりを推進するた

め、尾川地区にすべての人々が気軽に集うこと

ができる地域福祉の拠点を整備しました。

797万円
尾川地区に防災ヘリ及びドクターヘリが使用

する離着陸場を整備しました。



平
成
25
年
度

第
２
回
臨
時
会

10
月
22
日
開
会

平
成
25
年
度

第
２
回
臨
時
会

10
月
22
日
開
会

13億2,751

14億4,678

1億3,870

2億1,686

3億2,351

34億5,336

12平成25年12月1日 第56号

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

電
子
計
算
費

３
９
０
万
円

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
の
入

れ
替
え
、
及
び
選
挙
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
も
の
。

安
心
生
活
基
盤

構
築
事
業

８
５
０
万
円

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
や
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
た
要
援
護

者
の
生
活
支
援
を
実
施
す

る
も
の
。

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業

４
８
０
万
円

幼
保
一
体
化
を
含
む
新
た

な
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
も

の
。道

路
橋
梁
維
持
費

９
７
４
万
円

長
竹
地
区
の
老
朽
化
し
た

橋
梁
を
架
け
替
え
る
も
の
。

仁
淀
川
森
林
組
合
出
資

１
０
０
０
万
円

地
域
林
業
の
振
興
に
向
け

た
組
合
の
体
質
強
化
の
た
め

３
町
が
出
資
す
る
も
の
。

出
資
額
は
、
佐
川
町
１
千

万
円
、
越
知
町
１
千
万
円
、

仁
淀
川
町
３
千
万
円
。

小
学
校
耐
震
化
事
業

１
８
６
万
円

佐
川
小
学
校
の
特
別
教
室

を
耐
震
診
断
す
る
も
の
。

12億7,906

12億5,578

1億1,329

1億6,099

2億9,586

31億0,498

会 計 名

一 般 会 計

歳出総額

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

障害者支援施設

ふるさと市町村圏

合　　　　計

歳入総額

特
別
会
計

平成24年度決算　 （単位：万円）

高
吾
北

広
域
町
村
事
務
組
合

議
会

９
月
20
日

消
防
救
急
無
線

電
波
関
係
法
令
の
改

正
に
伴
い
平
成
28
年
５

月
ま
で
に
従
来
の
ア
ナ

ロ
グ
方
式
の
無
線
機
を

デ
ジ
タ
ル
方
式
の
無
線

機
へ
全
面
的
に
更
新
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

消
防
本
部
と
し
て
は
、

平
成
26
年
度
デ
ジ
タ
ル

化
に
向
け
、
本
年
度
に

佐
川
町
中
山
地
区
に
あ

る
テ
レ
ビ
高
知
中
継
所

施
設
の
購
入
費
と
シ
ス

テ
ム
全
体
の
実
施
設
計

委
託
費
を
予
算
化
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
実
施

設
計
は
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

高
吾
北
衛
生
セ
ン
タ
ー

基
幹
的
施
設
設
備
工
事

（
契
約
の
方
法
）

一
般
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

５
億
４
０
０
万
円

（
契
約
の
相
手
方
）

株
式
会
社
ク
リ
タ
ス

西
日
本
支
社

《
組
合
長

諸
般
報
告
》

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員

織
田
　
和
主
　
氏

佐
川
町
平
野
５
２
５
番
地

（
賛
成
全
員
）

人
　
　
事

介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
の
組
み
替
え
に
よ
る
補

正

（
総
額
に
変
更
無
し
）

（
賛
成
全
員
）

補
正
予
算
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意見書�意見書�
国にもの申す�国にもの申す�
総理大臣をはじめ、�
　関係機関に意見書を提出�

「
森
林
吸
収
源
対

策
及
び
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る

地
方
の
財
源
確
保
」

の
た
め
の
意
見
書

（
提
出
者
　
松
本
正
人
）

地
球
温
暖
化
防
止
を
よ
り

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
森
林
の
整
備
・
保
全
等

の
森
林
吸
収
源
対
策
や
豊
富

な
自
然
環
境
が
生
み
出
す
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
山
村

地
域
の
市
町
村
が
主
体
的
・

総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

自
然
災
害
な
ど
の
脅
威
か

ら
国
民
の
生
命
財
産
を
守
る

た
め
の
森
林
・
林
業
・
山
村

対
策
の
抜
本
的
な
強
化
を
は

か
る
こ
と
に
加
え
、
二
酸
化

炭
素
吸
収
源
と
し
て
最
も
重

要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の

整
備
・
保
全
等
を
推
進
す
る

市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
、

「
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
特

例
」
に
よ
る
税
収
の
一
定
割

合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ
て

譲
与
す
る
仕
組
み
の
構
築
を

強
く
求
め
る
。

（
要
旨
）

日
本
政
府
に
核
兵

器
全
面
禁
止
の
た

め
の
決
断
と
行
動

を
求
め
る
意
見
書

（
提
出
者
　
総
務
文
教
常
任

委
員
長
　
徳
弘
初
男
）

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核

不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議

に
む
か
っ
て
核
兵
器
の
な
い

世
界
へ
の
行
動
が
直
ち
に
開

始
さ
れ
る
よ
う
、
第
３
回
準

備
委
員
会
を
は
じ
め
核
軍

縮
・
廃
絶
と
安
全
保
障
に
か

か
わ
る
諸
機
関
で
、
日
本
政

府
が
目
標
を
分
か
ち
合
う
多

く
の
国
々
と
協
力
し
、
核
兵

器
全
面
禁
止
条
約
の
必
要
性

と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
行

動
を
提
起
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

（
要
旨
）

道
州
制
導
入
に
断

固
反
対
す
る
意
見

書
（
提
出
者
　
徳
弘
初
男
）

我
々
町
村
議
会
は
、
平
成

20
年
以
来
、
町
村
議
会
議
長

全
国
大
会
に
お
い
て
、
そ
の

総
意
に
よ
り
、「
住
民
自
治

の
推
進
に
逆
行
す
る
道
州
制

は
行
わ
な
い
こ
と
。」
を
決

定
し
、政
府
・
国
会
に
対
し
、

要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。町

村
は
、
こ
れ
ま
で
国
民

の
生
活
を
支
え
る
た
め
、
食

料
供
給
、
水
源
涵
養
、
国
土

保
全
に
努
め
、
伝
統
・
文
化

を
守
り
、
自
然
を
活
か
し
た

地
場
産
業
を
創
出
し
、
住
民

と
と
も
に
個
性
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
効
率
性

や
経
済
性
を
優
先
し
、
地
域

の
伝
統
や
文
化
、
郷
土
意
識

を
無
視
し
て
つ
く
り
上
げ
る

大
規
模
な
団
体
は
、
住
民
を

置
き
去
り
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
到
底
地
方
自
治
体
と
呼

べ
る
も
の
で
は
な
い
。
多
様

な
自
治
体
の
存
在
を
認
め
、

個
々
の
自
治
体
の
活
力
を
高

め
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
、

全
体
と
し
て
の
国
力
の
増
強

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
我
々
佐
川
町
議

会
は
、
道
州
制
の
導
入
に
断

固
反
対
す
る
。

（
要
旨
）

来
年
４
月
か
ら
の

消
費
税
率
引
き
上

げ
を
中
止
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見

書
（
提
出
者
　
総
務
文
教
常
任

委
員
長
　
徳
弘
初
男
）

現
下
の
経
済
情
勢
は
、
株

価
の
上
昇
や
円
安
に
よ
り
一

部
高
額
所
得
者
や
輸
出
大
企

業
に
は
利
益
を
も
た
ら
し
て

い
る
が
、
多
く
の
国
民
に
と

っ
て
は
、
物
価
高
、
原
材
料

費
の
高
騰
な
ど
で
ま
す
ま
す

生
活
が
圧
迫
さ
れ
る
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
年
金

受
給
額
が
減
り
、
医
療
や
介

護
の
負
担
が
増
大
し
て
い

る
。
こ
の
も
と
で
の
消
費
税

増
税
は
、
個
人
消
費
を
ま
す

ま
す
冷
え
込
ま
せ
、
デ
フ
レ

不
況
克
服
と
い
う
課
題
を
遅

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。ま

た
、
高
知
県
は
「
産
業

振
興
計
画
」
の
実
施
に
よ
り

経
済
活
性
化
の
必
死
の
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
中
小

零
細
企
業
、
低
所
得
者
層
が

全
国
的
に
も
多
い
高
知
県
経

済
に
と
っ
て
、
消
費
税
増
税

は
決
し
て
効
果
が
あ
る
も
の

と
は
な
ら
ず
、「
産
業
振
興

計
画
」
の
遂
行
を
妨
げ
る
も

の
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

消
費
税
法
附
則
18
条
３

項
で
は
、
経
済
状
況
に
よ
っ

て
は
「
施
行
の
停
止
を
含
め

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
」
と

増
税
中
止
を
選
択
す
る
こ
と

も
可
能
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
法
の
解
釈
ど
お
り
「
施

行
の
停
止
」
を
実
施
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

（
要
旨
）

佐
川
町
に
初
め
て

の
図
書
館
建
設
を

求
め
る
請
願

附
帯
意
見
を
付
け

執
行
機
関
へ
提
出

附
帯
意
見

建
設
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
財
政
状
況
等

も
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討

さ
れ
、
将
来
に
お
い
て
文

教
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
図

書
館
を
整
備
す
る
努
力
を

さ
れ
た
い
。

（
要
旨
）

請 願

採
択
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国が定めたものだ国が定めたものだ

重
要
な
取
り
組
み

重
要
な
取
り
組
み

導入を導入を
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松
浦
　
隆
起
　
議
員

防災メール

総務課長 前向きに検討したい

災
害
時
の
情
報
手
段
は
、

幾
重
に
重
ね
て
も
や
り
す
ぎ

は
な
い
。
災
害
時
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
、
日
常
的
に
は
行

政
情
報
、
不
審
者
情
報
、
そ

う
い
っ
た
も
の
を
配
信
で
き

る
本
町
独
自
の
防
災
メ
ー
ル

の
導
入
を
。

岡
林
総
務
課
長

東
日
本
大

震
災
の
教
訓
か
ら
、
防
災
メ

ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
や
る

と
し
た
ら
来
年
度
予
算
で
と

い
う
形
に
な
る
。

8人が町政を問う人が町政を問う�

ここが�
聞きたい�
ここが�
聞きたい�

8人が町政を問う�

産
後
支
援
ヘ
ル
パ
ー
制
度

健
康
福
祉
課
長

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で

出
産
後
の
産
褥
期
の
母
親

を
支
援
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
家
事

や
育
児
を
援
助
す
る
制
度

は
、
母
親
の
精
神
的
、
肉
体

的
負
担
を
軽
減
し
、
産
後
の

支
援
を
す
る
重
要
な
取
り
組

み
だ
。
産
後
支
援
ヘ
ル
パ
ー

制
度
の
実
施
を
。

岡
崎
健
康
福
祉
課
長

核
家

族
が
進
む
中
で
、
ま
す
ま
す

お
母
さ
ん
だ
け
に
子
育
て
の

負
担
が
か
か
り
や
す
く
な
っ

て
い
る
見
方
も
あ
り
、
子
育

て
支
援
策
と
し
て
、
重
要
な

視
点
と
考
え
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

中
で
、
検
討
し
た
い
。

介
護
保
険
を
利
用
し
た
住

宅
改
修
に
つ
い
て
、
９
月
の

町
広
報
に
、
「
利
用
者
が
希

望
す
る
改
修
事
業
者
と
別

に
、
１
社
以
上
の
町
の
指
定

す
る
事
業
者
か
ら
見
積
も
り

を
取
り
、
よ
り
安
価
な
事
業

者
で
住
宅
改
修
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
１
事
業
者

の
み
を
指
定
し
て
改
修
を
行

う
場
合
は
、
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
」
と
の
記
事
が

出
た
。
介
護
保
険
に
お
け
る

住
宅
改
修
の
支
給
は
、
国
が

定
め
た
も
の
だ
。
高
齢
者
の

立
場
に
添
っ
た
施
策
と
は
思

え
な
い
。

岡
崎
健
康
福
祉
課
長

県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の

見
積
も
り
を
取
る
こ
と
を
強

制
し
た
り
、
町
が
見
積
業
者

を
指
定
し
た
り
、
申
請
者
の

意
向
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
番

安
価
な
業
者
に
指
定
す
る
仕

組
み
を
町
独
自
で
行
う
こ
と

は
、
制
度
の
運
用
上
、
疑
義

が
あ
り
、
介
護
保
険
の
適
用

外
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
と
の
回
答
を
得

た
。
強
制
的
に
運
用
す
る
こ

と
は
改
め
、
次
回
の
広
報
で

訂
正
し
、
周
知
し
た
い
。

元気に大きくなってね

介護保険における住宅改修費支給

健康福祉課長 強制的運用、改める
手すりがあると安心



成果はどうか成果はどうか

結果は結果は

冬に開催の理由は冬に開催の理由は
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森
　
正
彦
　
議
員

全国学力テスト

教育長 格差は縮小している

文
部
科
学
省
は
２
０
１
３

年
度
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
を
公
表
し
た
。

こ
の
テ
ス
ト
に
当
町
は
ど

う
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
、

そ
し
て
そ
の
結
果
と
成
果
は

ど
う
か
。

川
井
教
育
長

全
国
平
均
と

比
較
す
る
と
、
小
学
校
で
は

国
語
Ａ
と
算
数
Ａ
で
は
上
回

り
、
中
学
校
で
は
全
て
の
教

科
で
下
回
っ
て
い
る
。
県
平

均
と
の
比
較
で
は
、
小
学
校

で
は
全
て
の
教
科
で
下
回
り
、

中
学
校
で
は
国
語
Ｂ
以
外
は

上
回
っ
て
い
る
。

佐
川
町
で
は
、
組
織
的
な

校
内
研
修
、
子
ど
も
に
わ
か

る
授
業
づ
く
り
、
予
習
・
復

習
の
質
と
量
を
高
め
る
３
本

柱
で
取
り
組
み
、
格
差
は
着

実
に
縮
小
し
て
い
る
。

酒蔵ロード劇場

産業建設課長 学校行事との関係

酒
蔵
ロ
ー
ド
劇
場
は
上
町

の
白
壁
に
切
り
絵
を
投
影
し

た
美
し
い
祭
り
で
、
文
教
の

ま
ち
佐
川
に
ふ
さ
わ
し
い
祭

り
だ
。

こ
の
祭
り
が
夏
か
ら
冬
の

開
催
に
変
更
さ
れ
た
理
由
は

何
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

昨
年

の
第
５
回
終
了
直
後
に
指
導

者
の
方
か
ら
、
こ
の
祭
り
を

さ
ら
に
発
展
継
続
さ
す
に
は
、

企
画
や
実
施
段
階
で
地
域
の

方
々
の
関
わ
り
が
も
っ
と
必

要
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
関
わ
り
を
持
た

せ
た
催
し
に
す
る
た
め
に
町

内
の
学
校
に
相
談
し
、
学
校

行
事
の
関
係
上
12
月
７
日
と

な
っ
た
。

農地利用状況調査

農業委員会 耕作放棄地増加事務 局 長

平
成
22
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
農
地
利
用
状
況
の

結
果
と
内
容
、
ま
た
新
規
就

農
者
へ
の
農
地
の
あ
っ
せ

ん
、
株
式
会
社
へ
の
貸
借
の

状
況
は
ど
う
か
。

氏
原
農
業
委
員
会
事
務
局
長

当
町
の
優
良
農
地
は
９
４

１
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

そ
の
中
で
農
業
委
員
会
が
指

導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
耕

作
放
棄
地
は
約
１
２
４
・
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
こ
の
３

年
間
で
約
19
・
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
増
加
し
て
い
る
。

新
規
就
農
者
へ
の
農
地
集

積
は
産
業
建
設
課
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

株
式
会
社
へ
の
貸
借
の
実

績
は
現
在
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
町
有
地
の
販
売
促
進
対
策

に
つ
い
て
。

僕たちがんばっているよ

荒らしたくないが・・・



達成率は達成率は

確
保
は

確
保
は

被害状況は被害状況は
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氏
原
　
義
幸
　
議
員

榎並谷町政2期8年

町長 8割に至ってない

榎
並
谷
町
政
２
期
８
年
の

公
約
の
達
成
率
は
１
期
目
で

60
％
く
ら
い
。
残
り
40
％

は
２
期
目
で
達
成
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
成
果
は
ど
う

か
。

榎
並
谷
町
長

鷹
ノ
巣
養
豚

団
地
及
び
公
共
下
水
道
用
地

の
跡
地
を
太
陽
光
発
電
に
利

用
、
町
内
の
小
中
学
校
、
そ

し
て
病
院
の
耐
震
化
。
上
町

の
町
並
み
保
存
と
利
活
用
、

佐
川
歩
道
ト
ン
ネ
ル
、
町
行

財
政
改
革
、
玉
割
小
橋
建
設

等
実
現
し
た
。
霧
生
関
公
園

は
頓
挫
し
て
い
る
部
分
は
あ

る
が
公
園
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

自
己
判
断
で
は
、
ま
だ
８

割
の
達
成
率
に
は
至
っ
て
な

い
と
考
え
る
。

高温と少雨

産業建設課長 ショウガ、梨で被害あり

高
温
と
少
雨
で
の
農
産
物

の
被
害
状
況
を
、
本
町
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

８
月

中
旬
、
農
業
改
良
普
及
所
が

調
査
し
被
害
報
告
書
を
出
し

て
い
る
。

福
祉
避
難
所

健
康
福
祉
課
長

協
定
を
進
め
た
い

体
の
不
自
由
な
人
た
ち
が

避
難
す
る
福
祉
避
難
所
の
確

保
は
十
分
に
で
き
て
い
る
の

か
。

岡
崎
健
康
福
祉
課
長

現
在

「
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
わ
せ

み
」
を
指
定
し
て
い
る
。
か

わ
せ
み
は
、
一
般
の
避
難
所

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
時
に
備
え
て
、

民
間
、
町
立
の
高
齢
者
、
障

害
者
施
設
を
福
祉
避
難
所
と

し
て
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
も
あ
わ
せ
て
施
設
と
の

協
定
を
進
め
た
い
。

田んぼのひび割れ こりゃたまらん

佐
川
、
越
知
、
仁
淀
川
町
、

日
高
村
管
内
で
、
シ
ョ
ウ
ガ

の
被
害
面
積
が
18
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
被
害
状
況
は
少
雨
に
よ

る
成
育
遅
延
、
梨
に
つ
い
て

は
、
佐
川
、
越
知
町
、
日
高

村
の
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
少

雨
に
よ
る
小
玉
化
と
報
告
を

受
け
て
い
る
。

福祉避難所に指定されているかわせみ
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具体的構想は具体的構想は

中学生まで実施を中学生まで実施を

自治体の役割は自治体の役割は
松
本
　
正
人
　
議
員

社会保障制度

町長 不公平にならないように

政
府
の
諮
問
機
関
「
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」

の
最
終
報
告
が
あ
っ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
介
護
保
険
で

要
支
援
１
、
２
の
方
を
保
険

給
付
の
対
象
か
ら
外
す
、
要

介
護
１
、
２
の
方
を
特
養
ホ

ー
ム
の
対
象
か
ら
外
す
、
介

護
保
険
制
度
の
持
続
の
た
め

利
用
料
を
引
き
上
げ
る
等
の

方
向
性
が
明
示
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
国
保
の
運
営
を
県

単
位
に
ま
と
め
る
。
年
金
に

つ
い
て
も
支
給
額
を
財
政
的

条
件
に
合
わ
せ
て
下
げ
る
等

の
方
向
性
が
明
示
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ら
が
現
実
と
な
る
と

自
治
体
の
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
。
ど
う
対
処
す

る
の
か
。

榎
並
谷
町
長

報
告
書
を
読

ん
だ
が
難
解
だ
。自
助
・
共
助
・

公
助
の
中
で
、
ま
ず
自
助
を

基
本
と
す
る
と
い
う
文
言
が

気
に
な
っ
た
。
健
康
保
険
制

度
は
自
治
体
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
が
、
国
な
り
県
で
統

一
す
べ
き
。

年
金
に
お
い
て
は
個
人
で

負
担
す
る
に
し
て
も
、
税
金

で
負
担
す
る
に
し
て
も
国
民

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

少
な
く
と
も
不
公
平
に
な
ら

な
い
よ
う
な
制
度
構
築
を
国

に
お
願
い
し
た
い
。

医療費無料化

町長 小学生まで

高
す
ぎ
る
国
保
税
を
下
げ

る
、
交
通
弱
者
へ
の
手
当
を

強
め
る
、
中
学
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
を
無
料
化
す
る
等

の
議
論
を
し
て
き
た
が
、
ど

れ
も
ま
と
も
に
取
り
組
ま
れ

な
か
っ
た
。

特
に
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
「
中
学
生
は
子
ど

も
で
な
い
」
と
い
う
理
由
が

答
弁
さ
れ
て
き
た
。
納
得
で

き
な
い
。

榎
並
谷
町
長

そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
や
ら
な
い
と
は
言

っ
て
な
い
。

医
療
費
無
料
化
は
子
育
て

支
援
の
一
環
で
、
小
学
生
ま

で
で
線
引
き
を
し
た
。

住宅リフォーム助成制度

産業建設課長 平成26年度から

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
は
、
先
の
議
会
で
来
年
度

か
ら
導
入
す
る
旨
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
現
時
点
の
具
体

的
構
想
は
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

住
宅

耐
震
改
修
促
進
の
手
だ
て
の

一
環
と
し
て
26
年
度
か
ら
耐

震
改
修
と
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

を
同
時
に
行
う
制
度
を
実
施

し
た
い
。
具
体
的
内
容
は
検

討
中
。

元気に通学、中学生にも安心を

住宅リフォーム



ど
う
引
き
継
ぐ

ど
う
引
き
継
ぐ

見直しを見直しを

安全性の確認安全性の確認
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今
橋
　
寿
子
　
議
員

避難場所

総務課長 防災計画見直し行う

災
害
は
地
震
だ
け
で
は
な

く
集
中
豪
雨
等
に
よ
っ
て
も

起
こ
る
。
避
難
場
所
と
な
る

集
会
所
の
安
全
性
は
十
分

か
。ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主

防
災
組
織
が
十
分
機
能
し
て

い
る
か
、
指
導
を
し
て
い
る

か
。

岡
林
総
務
課
長

各
自
治
会

の
公
民
館
や
集
会
所
は
73
カ

所
あ
る
。
23
年
度
調
査
で
は

浸
水
に
対
し
て
、
危
険
と
判

断
さ
れ
た
も
の
は
12
カ
所
、

地
震
に
対
し
て
危
険
と
判
断

さ
れ
た
の
は
63
カ
所
、
地
震
、

水
害
と
も
に
対
応
で
き
な
い

施
設
は
９
カ
所
あ
る
。
地
域

防
災
計
画
に
お
け
る
緊
急
避

難
場
所
指
定
の
見
直
し
を
考

え
て
い
く
。
県
の
補
助
金
を

検
討
し
て
避
難
所
の
改
修
を

進
め
る
。

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
町
全
体
の
協
議
会
の
結
成

と
組
織
の
自
主
的
な
防
災
訓

練
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

路線バス

総務課長 委員会で検討

人
口
は
減
少
し
、
車
社
会

と
な
っ
て
い
る
。
路
線
バ
ス

の
見
直
し
の
必
要
性
を
言
わ

れ
て
20
年
ほ
ど
に
な
る
が
、

全
く
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。

ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か
。

岡
林
総
務
課
長

こ
れ
ま
で

何
も
で
き
て
な
か
っ
た
の
で

今
後
、
委
員
会
等
を
立
ち
上

げ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

榎
並
谷
町
長

20
年
間
検
討

は
し
た
が
、
な
か
な
か
解
決

で
き
な
く
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

霧
生
関
公
園町

長

火
薬
庫
移
転
先
ま
だ

６
月
議
会
で
の
質
問
の
中

で
、
ま
だ
解
決
で
き
て
な
い

用
地
境
界
の
等
価
交
換

、
火

薬
庫
の
移
転
に
つ
い
て
は
、

任
期
中
に
正
し
て
後
任
の
行

政
に
引
き
継
ぐ
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
め
ど
は
つ

い
た
の
か
。

榎
並
谷
町
長

用
地
の
境
界

に
つ
い
て
は
了
解
い
た
だ
い

た
が
、
火
薬
庫
に
対
し
て
は

適
切
な
移
転
先
が
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。

住民の足として

霧生関公園　さあどうする
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歩道設置を歩道設置を

建
て
替
え
を

建
て
替
え
を

有料駐車場を有料駐車場を
西
村
　
清
勇
　
議
員

町営住宅

総務課長 検討する

町
営
住
宅
富
士
見
団
地
は

現
在
、
車
が
１
台
し
か
止
め

ら
れ
な
い
。
町
有
地
を
活
用

し
て
有
料
駐
車
場
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。
ま
た
全
室
に

シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
は
で
き
な

い
か
。

岡
林
総
務
課
長

駐
車
場
に

関
し
て
は
、
今
、
一
家
で
２

台
、
車
を
所
有
す
る
状
況
で

あ
る
。
民
業
へ
の
圧
迫
等
考

慮
し
て
検
討
を
す
る
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

使
用

可
能
な
風
呂
釜
を
撤
去
し
て

公
費
で
新
し
く
シ
ャ
ワ
ー
付

き
風
呂
釜
を
設
置
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
近

年
、
生
活
環
境
の
変
化
等
考

え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
、
役

場
で
議
論
を
進
め
検
討
す
る
。

黒
岩
中
央
保
育
所

健
康
福
祉
課
長

良
い
方
向
で
検
討

黒
岩
中
央
保
育
所
は
建
築

後
36
年
た
っ
て
い
る
上
に
使

い
勝
手
も
悪
い
。
耐
震
診
断

を
受
け
る
よ
り
は
、
新
し
く

建
て
替
え
て
は
ど
う
か
。

岡
崎
健
康
福
祉
課
長

立
地

条
件
と
財
政
的
な
問
題
と
課

題
を
整
理
し
て
、
よ
り
良
い

方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

霧生関トンネル

町長 国に投げかける

町
内
で
歩
道
の
な
い
ト
ン

ネ
ル
は
霧
生
関
ト
ン
ネ
ル
だ

け
だ
。
道
幅
が
非
常
に
狭
く

危
険
で
あ
る
。
国
に
陳
情
し

て
は
ど
う
か
。

榎
並
谷
町
長

歩
道
設
置
に

は
大
変
厳
し
い
地
形
に
あ
り
、

歩
行
者
が
比
較
的
少
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
な
か
な
か
国
に

言
い
に
く
い
。
何
か
い
い
方

法
が
な
い
か
、
私
の
方
か
ら

国
に
も
う
一
度
投
げ
か
け
て

い
き
た
い
。

ひび割れ、雨漏りもしている黒岩中央保育所

歩道がなく危ないトンネル



引き継ぎは引き継ぎは

予定は予定は

今
後
ど
う
す
る

今
後
ど
う
す
る
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中
村
　
卓
司
　
議
員

霧生関公園

町長 引き続き議論を

８
年
前
、
前
町
長
か
ら
引

き
継
い
だ
霧
生
関
公
園
事
業

は
、
火
薬
庫
や
境
界
線
等
の

残
さ
れ
た
問
題
が
あ
る
。
今

後
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
等
公
園
事
業
を
次
期
政

権
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
ぐ

か
。

榎
並
谷
町
長

境
界
問
題
は

隣
の
地
権
者
の
理
解
は
い
た

だ
い
て
い
る
。
火
薬
庫
の
移

転
は
基
本
的
に
は
了
解
で
き

て
い
る
が
、
場
所
は
決
定
し

て
な
い
。
ま
た
、
開
発
許
可

の
変
更
の
問
題
も
残
さ
れ
て

い
る
。

基
本
的
に
は
運
動
公
園
と

し
て
引
き
継
ぎ
た
い
。
ど
う

す
る
か
は
議
論
を
引
き
続
き

お
願
い
し
た
い
。

歴
史
的
街
並
み
整
備
事
業

町
長

事
業
延
長
も
検
討

町
長
は
上
町
整
備
事
業
を

ど
こ
ま
で
を
理
想
と
し
て
や

っ
て
き
た
の
か
。

ま
た
次
の
段
階
へ
発
展
は

あ
る
の
か
。
そ
れ
を
ど
う
引

き
継
ぐ
の
か
。

榎
並
谷
町
長

こ
の
事
業
に

よ
っ
て
司
牡
丹
、
牧
野
公
園

も
整
備
が
進
め
ら
れ
る
。
経

済
効
果
が
あ
る
こ
と
や
、
若

者
の
働
け
る
場
と
し
て
開
発

が
進
め
ら
れ
れ
ば
良
い
と
思

う
。こ

の
事
業
は
今
年
度
で
終

わ
る
が
、
国
か
ら
延
長
し
て

は
と
の
話
が
あ
る
の
で
次
期

町
政
に
引
き
継
ぐ
。
今
後
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

柳瀬川改修

町長 事業化予定

黒
岩
地
区
の
柳
瀬
川
河
川

改
修
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
。
そ
し
て
町
と
し
て

の
県
や
国
へ
の
働
き
掛
け
が

ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。ま

た
、
基
盤
整
備
も
一
緒

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
引
き
継
ぎ
は
ど
う
か
。

榎
並
谷
町
長

来
年
度
か
ら

補
助
事
業
化
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
農
業
基
盤
整
備
の
面

か
ら
も
、
ほ
場
整
備
は
真
剣

に
取
り
組
み
、
具
体
的
に
検

討
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

町
と
し
て
、
国
や
県
に
河

川
改
修
、
基
盤
整
備
の
推
進

を
発
信
し
続
け
て
ほ
し
い
と

引
き
継
ぎ
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
教
育
長
の
職
務
に
つ
い
て
。

○
副
町
長
不
在
で
の
行
政
に

つ
い
て
。

上町整備は進んでいるが・・・

田畑は一面の水の中



昔日の姿に昔日の姿に

工事再開を工事再開を

再開条件は再開条件は
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坂
本
　
貞
雄
　
議
員

加茂診療所

病院事務局長 総合的判断必要

以
前
、
加
茂
診
療
所
の
再

開
を
質
問
し
た
が
、
今
の
高

北
病
院
の
医
師
不
足
の
体
制

の
中
で
は
難
し
い
と
の
返
答

が
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
条

件
が
整
え
ば
再
開
で
き
る
か
。

笹
岡
病
院
事
務
局
長

再
開

の
た
め
に
は
、
第
一
に
法
律

で
定
め
る
医
師
が
一
定
数
充

足
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
大

の
条
件
と
い
え
る
。
次
に
加

茂
に
診
療
所
を
設
置
す
る
必

要
性
が
相
当
高
い
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
３
点
目
と
し
て

高
北
病
院
の
経
営
上
の
視
点

も
無
視
で
き
な
い
。
４
点
目

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
情
を

総
合
的
に
検
討
の
う
え
、
議

会
の
意
見
も
い
た
だ
き
な
が

ら
判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

町道天神谷２号線

産業建設課長 ゼロからの出発に

町
道
天
神
谷
２
号
線
の
改

良
工
事
を
再
開
し
て
も
ら
い

た
い
。
こ
の
工
事
の
現
状
と

工
事
再
開
の
条
件
は
何
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

こ
の

工
事
は
当
初
、
集
落
内
連
絡

道
の
位
置
づ
け
で
計
画
さ
れ

て
い
た
が
、
地
元
の
調
整
が

難
し
く
、
連
絡
道
か
ら
農
道

と
い
う
位
置
づ
け
に
変
更
し
た
。

農
道
に
つ
い
て
は
農
水
省
の

補
助
事
業
で
、
す
で
に
完
了

し
て
い
る
。

今
後
は
、
自
治
会
長
は
じ

め
集
落
の
方
々
が
要
望
を
取

り
ま
と
め
て
申
請
し
、
新
規

改
良
工
事
と
し
て
ゼ
ロ
か
ら

の
出
発
と
な
る
。

佐川の桜

町長 想いをつないでいく

昭
和
30
年
代
の
佐
川
の

桜
は
見
事
で
し
た
。
私
に
佐

川
へ
の
永
住
を
決
意
さ
せ
る

ほ
ど
で
し
た
。
17
歳
の
少
年

の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
昔
日
の

桜
の
佐
川
を
取
り
戻
し
て
ほ

し
い
。
町
と
し
て
何
を
な
す

べ
き
か
。

榎
並
谷
町
長

牧
野
富
太
郎

博
士
が
非
常
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
を
好
き
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
佐
川
の
桜
が
根
付
い
た

と
聞
い
て
い
る
。
現
在
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
力
を

借
り
て
手
入
れ
を
し
て
い
る
。

奥
の
土
居
の
壮
大
な
風
景

を
昔
日
の
姿
に
戻
す
よ
う
、

想
い
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
町
立
美
術
館
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
。

○
佐
川
町
に
企
画
課
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
。

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断
固
反
対

を
。

急にせまくなっている町道

20年前の桜満開の奧の土居



佐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

佐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
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わ
が
ま
ち
「
人
」

で
は
、
こ
の
佐
川
の

ま
ち
で
元
気
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
紹
介

し
ま
す
。

今
回
は
、
障
害
児

を
持
つ
親
の
会
「
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

の
会
長
を
さ
れ
て
い

る
藤
田
千
砂
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

わがまち

人人
わがまち

藤田　千砂 さん

―

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
に

入
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

30
年
前
に
わ
が
子
の
障

害
に
悩
ん
で
い
た
こ
ろ
で

す
。

―

入
ら
れ
て
ど
う
で
し
た

か
。本

当
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
一
人
で
悩
ん
で
い
た
の

が
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
た

ち
と
話
が
で
き
て
、
目
の
前

が
明
る
く
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

―

佐
川
の
会
は
現
在
何
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
か
。

親
の
会
員
が
20
人
、
社

協
と
か
関
係
者
が
10
人
の

30
人
で
す
。

今
年
、
５
人
入
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

―

入
ら
れ
た
方
は
ど
う
で

す
か
。

わ
が
子
の
障
害
が
分
か
っ

た
と
き
は
、
本
当
に
つ
ら
い

で
す
よ
。

会
に
入
っ
て
み
ん
な
と
話

し
、
悩
み
を
乗
り
越
え
て
い

く
過
程
で
明
る
く
な
っ
て
い

き
ま
す
ね
。

う
れ
し
い
で
す
。

―

苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
。

健
康
福
祉
課
の
方
々
が
親

身
に
な
っ
て
支
え
て
く
れ
ま

す
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
活
動
し
て
い
ま
す
の

で
、
特
に
は
な
い
で
す
ね
。

―
今
後
の
抱
負
は
。

抱
負
と
か
で
は
な
く
て
、

障
害
が
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、「
一
人
で
悩
ま
な
い

で
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
取
材
を
し
て
い

て
、
大
変
さ
わ
や
か
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
よ

い
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
、
人
知

れ
ず
「
佐
川
の
ま
ち
」
の
元

気
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い

る
「
人
」
を
ぜ
ひ
、
ご
紹
介

下
さ
い
。

ご
連
絡
は
議
会
事
務
局
ま

で
。



町有住宅地かいな小富士団地
完売に向け取り組むべき

（平成22年6月定例会）
平成22年度の販売実績は1区画だ。

問題は単価が現状にそぐわないこと

と、職員が用務をこなしながら、専門

的な土地の販売を行うことに無理があ

る。完売に向けてプランを練り、取り

組むべきだ。（森　正彦議員）

＜関連質問＞　片岡議員

分割・縮小で対応 不動産業者に依頼

□ 発行／佐川町議会　□ 発行責任者／議長 藤原　健祐　□ 編集／議会広報編集委員会
□ 〒789-1292 高知県高岡郡佐川町甲1650-2 □ TEL （0889）22-7702 □ FAX（0889）22-7385

議会広報編集委員会

委
員
長
　
　
森
　
　
正
彦

副
委
員
長
　
　
片
岡
　
勝
一

委
　
　
員
　
　
邑
田
　
昌
平

委
　
　
員
　
　
坂
本
　
玲
子

委
　
　
員
　
　
下
川
　
芳
樹

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

議
員
選
挙
が
あ
り
、
３
名
の
新
議
員
が

誕
生
し
た
。

当
議
会
で
の
広
報
編
集
委
員
会
は
、
新

し
い
議
員
か
ら
順
次
５
人
を
選
出
す
る
こ

と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
新
人
議
員
と

２
期
目
の
２
人
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。今

回
の
議
会
だ
よ
り
、
榎
並
谷
町
政
最

後
の
議
会
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
一
般
質
問

の
内
容
は
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
議
論

よ
り
も
今
ま
で
の
検
証
の
議
論
が
目
立
つ

議
会
で
あ
っ
た
。

新
し
い
堀
見
町
政
が
誕
生
し
た
次
回
の

議
会
で
は
、
町
の
未
来
に
向
け
て
の
議
論

が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。「議

会
だ
よ
り
」
は
、
町
民
の
皆
様
と

議
会
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
よ
り
多
く
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
正
確
で
読
み
や
す
い
内
容
と
し

て
い
き
た
い
。

森

あなたが選んだ議員の
仕事ぶりを見にきませんか？

次の定例会は12月6日（金）午前9時
開会予定です。傍聴においでください。

現在19区画売れ残っている。町内

の不動産業者に販売を依頼し、若者定

住対策補助金の制度を拡充している。

その他対象を個人住宅でなくアパー

ト等も対象とすることを考えている。

現在18区画売れ残っている。販
売開始以来10年間で、単価は約30
パーセント下落しているが見直しは
されていない。また、区画が広すぎ
るのではないかということで、分
割・縮小する案を検討している。

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

No.27

あ
の
質
問
の
ゆ
く
えど う�

なった�

総務課長�
答　　弁�


